事業所と家族のかかわり

このテーマを頂いて、今どのように家族と関わりを持っているかを考えました。
そこで、ご家族の方々と法人内で直接関わる機会が多いと思うのが「特定相談支援事業所」ではないかと考えました。
なぜなら、支援計画作成の為にアセスメントを行ったり、ご自宅に行きモニタリングを行う事で機会が多いと思うからです。また、ご家族の方が成年後見制度や介護保険について知りたい、または利用したい場合、ご家族の方が短期入所を使用したいがどうしたら良いかなどの問い合わせがあれば、相談支援事業所に繋いで対応をしているからです。
しかし、緊急の場合などに迅速に対応する必要がある時には相談支援事業所だけでなく利用者の方がサービスを利用している事業所が様々な事例に対応できるようになる必要があると思います。
その為には制度や手続きの事、地域で使える社会資源を知る等、事業所の職員として自己研鑽を行う必要があると思います。そうすることで事業所がご家族の方々と関わりを持つ機会も増ると共に、職員の支援にも幅が出てくるのではないかと考えます。
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